
 

取扱説明書

   
  

 洗浄中に出る水は一切使用しないでください。

 誤って飲んだり、目に入れたりしないように、洗浄中であることを分かるようにしてください。

　　また、洗浄作業終了後は忘れずに洗浄用カートリッジを浄水カートリッジに取り替えてください。

 もし誤って飲んだり、目に入れたりした場合は、水にて口内または目を十分に洗浄後、体調に応じて医師にご相談ください。

 弊社整水器の洗浄以外で使用しないでください。

 大理石およびアクリル系以外の人工大理石に洗浄水が付着すると、変色の可能性があります。
　　また、金属類は錆びることもありますので、ご注意ください。　　

 ご使用後は、自治体のごみの分類に従って廃棄してください。（本体：プラスチック製）

TI-5HXタイプ

対象機種 ： TI-5HX/TI-9000/TI-8000/TI-7000/
　　　　　　　  AQ-H/AQ-HⅡ/RD-1/RD-Ⅱ/H-1/PT-1

洗浄時間 ： 約１時間

使用回数 ： １回 （繰り返しの使用はできません）

※取り外しの際カートリッジから水が出ます。乾いたタオルをご用意ください。
※ご使用されている地域や使用状況により、固着したカルシウムは完全に除去されない場合があります。

この度は「B クエン酸洗浄用カートリッジ」をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。

本製品はクエン酸により、弊社整水器の通水路に付着したカルシウムを除去するために使用します。

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ正しくお使いください。

B クエン酸洗浄用カートリッジ

B クエン酸洗浄用
カートリッジ

安全上のご注意

人への危害、財産への損害を防止するための重要な内容を記載していますので必ずお守りください。

注意注意

【洗浄手順】 

1. 浄水モードにし、電源プラグを抜く

※裏面に続きます。

TI-5HX

② 浄水モードの状態で電源プラグを
　　コンセントから抜いてください。

 

 
 

プラグを引き抜く
 

（浄水モード以外は排水側から洗浄液が流れ出てしまいます。）

２．2. 洗浄用カートリッジに取り替える

浄水カートリッジを外す

① 本体上部にあるカートリッジカバーを矢印の方向
にスライドさせ、取り外してください。

※カートリッジの底面や本体
側から水が出ます。ご注意
ください。

※浄水カートリッジを取り外すと底面から水が出ますので、素早くカートリッジの
底を上に向けてください。こぼれた水は乾いたタオルで拭き取ってください。

② カートリッジロックレバーを回し、浄水カートリッジを取り外してください。

※裏面に続きます。※裏面に続きます。

① 浄水スイッチを押し、浄水モード にしてください。

※カートリッジロックレバーを外している間は必ず水栓（蛇口）を閉じ、整水器に通水しないでください。

※下記はTI-5HXのイラストですが、その他の機種も同じ手順です。

※プラグは裏面の手順
4の②まで抜いたまま
にしてください。

TI-9000タイプ TI-8000タイプ

 

TI-9000 (TI-8000 タイプも同様）

 

カバーを外す ロックを外す

浄水スイッチ
浄水スイッチ



■ 本製品の使用回数は1回です。繰り返しの使用はできません。

■ ご使用済みの洗浄用カートリッジは自治体のごみの分類に従って廃棄してください。

【裏面 （TI-5HX/TI-9000/TI-8000タイプ）】 

4. 浄水カートリッジに取り替える

２．2. 洗浄用カートリッジに取り替える

④ カートリッジカバーを矢印の方向にスライドさせて取り付けて
ください。

【洗浄手順】 ※手順１および手順２の①②は表面をご覧ください。

洗浄用カートリッジを
取り付ける

③ 洗浄用カートリッジを差し込み、カートリッジロックレバーを
回してロックしてください。

3. 洗浄 （整水器内にクエン酸洗浄液を溜める）

※水栓（蛇口）を閉めても取水口から水が出ることがありますが、
器械等の故障ではありません。

※洗浄が終了するまでは本器に通水しないでください。

② 約1時間後、水栓（蛇口）を大きく開き、本器に5分間以上
水を流して、水栓（蛇口）を閉めてください。
（洗浄液の除去のため、最大流量で通水してください。）

※洗浄後の通水が不十分な場合、味に変化を感じたり、pH値の
低下や故障の原因となることがありますので、ご注意ください。

① ゆっくり水栓（蛇口）を開き、取水口からコップ一杯ほど
（約200ml）の水を流して、水栓（蛇口）を閉めてください。
そのままの状態で約1時間待ちます。

※洗浄は電源プラグを抜いた状態で行ってください。

※洗浄中に出る水は一切使用しないでください。

※洗浄用カートリッジを取り外すと底面から水が出ますので、素早くカートリッジの底を上に向けてください。
こぼれた水は乾いたタオルで拭き取ってください。

① 洗浄用カートリッジを浄水カートリッジに取り替えてください。（カートリッジカバーは下記③の作業の最後に取り付けてください。）

② 電源プラグをコンセントに差して
ください。

プラグを差し込む

約1時間後に最大流量で5分間以上
水を流し、洗浄液を除去する。

コップ一杯ほどの水を流して止め、
そのままの状態で約1時間待つ。

（クエン酸洗浄液を整水器内に溜めた状態）

※カートリッジロックレバーを外している間は必ず水栓（蛇口）を閉じ、整水器に通水しないでください。

※下記はTI-5HXのイラストですが、その他の機種も同じ手順です。

※取り替え方法は表面および上記の手順2をご参照ください。

※分岐水栓を「整水」に切り替えてから水を出してください。

③ 酸性水スイッチを押して、酸性水モード（レベル2/洗い物）に切り替え、水栓（蛇口）を開け
て1分間水を流してください。通水時に浄水カートリッジの取り付け部から水漏れがないか確認
してからカートリッジカバーを取り付けてください。

  

ロックをする カバーを取り付ける

分岐水栓の切り替えレバーを縦
（整水）にした状態で水を出して
ください。

※専用蛇口の立上工事や特殊
工事をされている場合は、分岐
水栓はありません。通常の整水
器使用時と同様に水を流してく
ださい。

TI-5HX/TI-9000タイプ TI-8000タイプTI-8000タイプ
TI-5HX/

TI-9000タイプ

 

TI-5HX

酸性水スイッチ
（レベル2/洗い物）

TI-9000 (TI-8000 タイプも同様）

 酸性水スイッチ
（レベル2/洗い物）

※酸性水通水時は「ピピッ」というお知らせ音が流れます。
（通水完了のサインは出ません）

※酸性水通水時は「ピピッ」というお知らせ音が流れます。
（通水完了のサインは出ません）

■ 【TI-8000タイプの方】 分岐水栓から取水している場合は、除去したカルシウムが取水口部に詰まり、水の出が悪くなることがありますので、
　　同時に分岐水栓のお手入れをお勧めします。（製品｢取扱説明書｣参照）
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